




２　年効果額の算定方法

（１）作物生産効果

○効果の考え方

○対象作物
　水稲、かぼちゃ、ねぎ

○年効果額算定式

　年効果額＝単収増加年効果額※１ ＋ 作付増減年効果額※２

　※１　単収増加年効果額 ＝ 作付面積 × （事業ありせば単収－事業なかりせば単収）
×単価×単収増加の純益率

　※２　作付増減年効果額 ＝ （事業ありせば作付面積 － 事業なかりせば作付面積）
×単収 × 単価 × 作付増減の純益率

○年効果額の算定

新設 効果要因 生産物 増 加 年 効 果 額

・ 単 価 粗 収 益 額

更新 ③＝

① ② ①×②÷100 ④ ⑤＝③×④ ⑥ ⑦＝⑤×⑥

ha ha ha kg/10a kg/10a kg/10a t 千円/t 千円 % 千円

26.2
単収増

(乾田化)
494 524 30 7.9 - - - -

小計 - - - 7.9 220 1,738  89 1,547

△ 0.4 作付減 - - 494 △ 2.0 - -  - -

小計 - - - △ 2.0 220 △ 440  - -

26.6
単収増

(水管理改良) 207 494 287 76.3 - -  - -

小計 - - - 76.3 220 16,786  89 14,940

水稲計 - - - 82.2 - 18,084  - 16,487

0.8
単収増

(田畑輪換) 1,001 1,151 150 1.2 - - - -

小計 - - - 1.2 252 302  91 275

0.2 作付増 - - 1,001 2.0 - - - -

小計 - - - 2.0 252 504  17 86

かぼちゃ計 - - - 3.2 - 806  - 361

0.2
単収増

(田畑輪換) 1,048 1,205 157 0.3 - - - -

小計 - - - 0.3 488 146  91 133

ねぎ計 - - - 0.3 - 146  - 133

水田計 新設 27.4 27.2 2,250 2,041

更新 26.6 26.6 16,786 14,940

2,250 2,041

16,786 14,940

19,036 16,981

「現況作付面積」・七尾市の作付実績に基づき決定した。
「計画作付面積」・新設整備では、県、七尾市、JAの農業振興計画や関係者の意向を踏まえ

決定した。
・更新整備では、現況施設のもとで作物生産量が維持される面積であり、

:各作物の作付面積は以下のとおり・作付面積

純
益
率作物名

作付面積

計画
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かぼ
ちゃ

　事業を実施した場合（事業ありせば）と実施しなかった場合（事業なかりせば）の作物生
産量の比較により年効果額を算定した。
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増減量効果発

生面積
現況

水稲

新設 26.6 26.2

更新

0.8

26.6

新設 0.6

新設 0.2

26.6
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現況＝計画とした。

：「土地改良事業の費用対効果分析必要な諸係数について」による標準値
等を用いた。

「事業なかりせば単収」 ・新設整備では、現況単収であり、農林水産統計等による最近５か
年の平均単収により算定した。
・更新整備では、用水機能の喪失時の単収であり、現況単収に効果
要因別の失われる増収率分を減じて算定した。

「事業ありせば単収」 ・新設整備では、計画単収であり、現況単収に効果要因別の増収率
を考慮して算定した。

・純　益　率

・生産物単価

・更新整備では、現況単収であり、農林水産統計等による最近５か
年の平均単収により算定した。

「効果算定対象単収」 ・事業ありせば単収と事業なかりせば単収の差である。
（作付増においては、地域の計画単収、作付減においては地域の現
況単収である。）

：農業物価統計等による最近５か年の販売価格に消費者物価指数を反映し
た価格を用いた。

・単　　収 ：増加粗収益額の算定に用いる各作物の単収については、以下のとおり


















